
                

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

救命救急を指導員の方に教わりました。 

傷病者を発見～心臓マッサージ～ＡＥＤを

使用するという救命救急の一連の流れを受

講いただきました。 

後日、参加の皆さんには認定証をお渡ししま

した。 

 

心臓マッサージを続

けるのは、かなり体力

を消耗します。 

 

６月３０日（土）９:００～正午 

和泉児童館 ２階にて 

会員さんの 

『よもやまばなし』 

 

ー利用会員Ｍさんー 

サポート会員さんに本当によくしていただき 

とても感謝しています。              

子どもが楽しい時間を過ごせることで、私自身

が落ち着いて過ごせて、仕事にも集中出来ます。 

 

―サポート会員Ｓさんー 

「先日、中学生になった〇〇ちゃんがお顔を見せ

に来てくれたのよー！本当に嬉しかったわー！

いつでもいらっしゃいと言ったの。」♡ 

（その時にごちそうになったミルクティが最高

においしかったそうです。 

    〇〇ちゃんのお母様から） 

 

―両方会員Ｎさんー 

娘が1歳の頃から利用会員としてお世話になっ

ています。娘は、サポート会員の方の息子さん

とどことなく顔が似ていて、兄妹と間違われる

ほど！おかげで娘は本当のママとお兄ちゃん

のように慕っています。今年、サポート会員の

資格を取得。お預かりするお子さんと一緒に私

も楽しい時間を過ごせるように頑張ります！

  

会員の皆さんも『自宅か

ら一番近い AED はど

こにあるか』をご家族で

話し合ってみてはいか

がですか。 

 

―サポート会員Hさん― 

ある日、小学生になった〇〇ちゃんと久しぶりの再会。 

下校途中だったので「おうちに送ろうか？」と聞いたら「うん」と。 

手をつないで、おうちまで送りました。 



 

ハロウィン、七五三、クリスマス・・イベントがいっぱいの季節となってきました。

そんなイベントをモチーフにして布を切り貼りした絵を作ってみませんか。  

もちろん、ご自分で描いた絵柄でも何でも構いません。講師にはサポート会員の 

中野さんをお迎えします！ 

作品が出来上がったら、心ばかりのお茶とお菓子で会員さん同士の交流を 

少しでも深めていただければと思います。 

 

 

日時：平成３０年１２月１日(土) 午前 10 時～正午 

場所：和泉児童館 ２階 

持ち物：ご自宅にあるハギレ（着なくなったシャツなども可） 

お申込み：０３－３４８０－１５８７にて受付 

     ※申込み締め切り日 １１月２４日(土) 

・お子さん一人での参加は受け付けておりません。保護者と一緒の参加になりますが 

ハサミを使いますので、ご注意ください。 
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平成３０年度  

ふぁみさぽ交流会のお知らせ 

http://fukushi.unchusha.com/izumi/family/index.html


 

 

子どもの育ちと心理的援助 

子ども期の土台作り・成長と発達や自立のために大人

が出来ることを現在の社会や学校から家庭を見つめな

がら学びます。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上５つのカリキュラムとアドバイザーによるファミサポの事業説明を含む 

合計6つのカリキュラムを４日間に渡り受講します。 

受講をご希望の際はセンターへお問い合わせください。 

（受講希望人数によっては、お断りすることもありますが、ご了承ください。） 

※４日間の受講が修了し、援助活動が可能でしたら両方会員として登録ができます。 

 

 

「サポート会員養成講習会」で

どのようなカリキュラムを受講

するかご紹介します！ 

 

 
子どもの世話・遊び 

乳幼児期の子どもへの接し方。 

子どもの食事・眠り・遊びについて学

びます。 

簡単に出来る工作タイムは童心に戻っ

て作っていただきます！ 

 

 

栄養と食事 

管理栄養士から食事のバ

ランス、好ましいおやつ

について学びます。 

 

 

救命救急・子どもの事故 

消防署職員からＡＥＤの使い方(小児

用の模型も使います)やケガの対処法

を学びます。 

 

～利用会員さんもサポート会員養成講習を受けてみませんか～ 

サポート会員養成講習会の内容は『子どもが小さい時に聞きたかった！』という声を 

受講された方たちから、よく耳にします。 

 

 

今後の予定 

◆第３回 サポート会員養成講習会 

日時:１１月７日(水)～１１月１０日(土) ９時３０分～１５時３０分  

場所:市役所会議室  

◆第４回 サポート会員養成講習会 

日時:２月２０日(水)～２月２３日(土)  ９時３０分～１５時３０分 

場所:市役所会議室・防災センター 

 

※講習内容によって14:30までの日程あり。 

※4日間すべての受講が必要ですが、未受講のカリキュラムを次回以降の 

  講習で受講できます。 

 

小児看護の心構え･観察･基礎知識 

子どもの身体的特徴・体調を見るポイント・ 

アレルギーの対応・応急手当などについて 

看護師さんから学びます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

【利用会員さんへ】 

 

●サポート会員さんと事前打合せをしたら、なるべく一度は援助を受けてください。 

 

●新たな援助のご依頼前によくご検討ください。(サポート会員さんをご紹介した後に 

 援助不要とならない為に） 

祖父母さま・お知り合いの方のご協力を受けることは難しいか。 

大きいお子さんの援助は本人の意思を確認した上、センターへご依頼ください。 

 

●ご紹介しているサポート会員さんに事前打合せの済んでいない、ごきょうだいの援助を

お願いしたい際はセンターへ必ずご連絡ください。  

  

●病気のお子さんのお預かりはできません。保育施設で具合が悪くなったお子さんの 

 お迎えは、サポート会員さんにご依頼している日でも援助はできません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サポート会員さんへ】 

●現在援助している利用会員さんから新たな援助を直接依頼され、引き受けて良いか判断に 

迷う時はセンターへご相談ください。 

 

●きょうだい預かりの『活動報告書』の書き方について。 

 活動報告書一枚にきょうだいの援助が記入できる場合(その月の援助が２人合わせて 

１０回以内で終了した際)は出来るだけ、まとめてご記入ください。 

    

 

 

 

  

 

     

    

             

  

 

 

 

 

 

     会員別人数 

利用会員       1,036名 

サポート会員     248名 

両方会員        36名 

平成３０年度活動状況 (平成３０年９月末現在) 

総活動件数 2,065件 

円滑な援助活動の受付のために 

お電話・メールでご依頼の際は 

最初に会員さんのお名前・ご依頼 

日時を明確にお伝えください。 

 

主な援助活動内容 

・習い事の送迎  ・学童クラブのお迎え 

・保育施設の送迎 ・保護者外出時のお預かり 

・保育施設のお迎え～お預かり 

 


